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ま え が き

1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）

によるもので、研究者は次の通りである。

 江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行ξ鈴木雪夫、竹内済、

西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広田純ミ藤本煕、松下嘉米男、

松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（＊推進係）

2）インタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を

得た・その方々のお名前は、別巻を参照のこと。

3）この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される。

そのほか、話し手と聞き手及び南係の協同研究著が保存する。

4）この速記録の利剛こ制限はつけないが、話し手、聞き手、研究

代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。

5）速記録を個人的に研究するため、コ．ピーを希望する方は、代表

者がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用するこ．と

 ができる。

以 上
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 （自著『外国貿場統計諭』（叢文閤、19，38年）にフいて

 の話の途中か与〕

一 昭和13年に牡てら・るんて↑。

   いま古本で買おラと．思ってカ貫之まセん。

柴田 吉本があれば、私貫いますわ。

   信輯佐と正確佐の問愚がここk公てい6んでT。
誤一差の問題で非常に惑錫を受けにのです。

一 貿易就訂の発表かミ禁止に！8りましkのはいつオ8ん
τごううφ＼というニヒ、な人ノですが。

柴田 禁止じ’やナよくて、発表レテよくなっkんで’マ。

一 昭和Iワ年ゴうでしょうφ＼。昭和16年に賀場統制令
というのが忠てわりよして、一その前に、軍用貫原秘密係

言隻ア麦というのが1半年に公でいるんです。18年ぐらいです

〃＼、発表レなくなフτくというのは。

米田 とにヵ・〈貿易杭訂の．数字は全部税関ですから、税

関銃訂仲んで†．。通産省∴わとの農商務省なルていクと

ころから出してまセんじ、葎済企画庁みkいガもの・もあ

つ麦セんじ、そ札かシ正金銀行、いまの栗東銀行は為替

銀伺で、統計を外貨の関俸でとフていましkけれど6、・

それはジく一都で、全面的いハは税関税訂なんです。

 それの全国的ブ8ものを、穴蔵’省の関税局で桶集しよし

て、叡字一に間違いがあってはいワよせんので、耗訂の方

の審査を葎て、条力発表してお・れんでマ．発表の住方

は、穴件商工会議所を通じるというのが第一17欠です。商

工会議所φ＼ら谷新開社があれを碍て（という形ですね。

一   「目条国勢図会」というのが、昭和18年まで出て

おリまいくですね。
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   それま’での・自勢図一会。、τ・しかピうτ～ピ思いまT

けれども、ちょっと紅ま…し1・。仇には貿易税訂の’ご

く筒袖紋字は典て、お・小ように思いま寸け札とも、詳

しいやっは一…・。

柴田  真の自由経済．と一いう一のは昭和！o年まで。．それが、

奉者にすみフニかうテクりイタりと、軍需昂で．すか、そ
一ういうものに関する統制が行われ一でさ挿めkんです。

  」朝鮮、満州閃榛仰っは、ケし迎／ま†碑でれ
ていますか。

柴田そうです，｝け1と伝に書．いγん㍉ポ徒
計の欺戚。というμです。「欺蹄・ヒいう寺ご方がいいヵ・

どうかわかり芋せんけれビ」も、支那辛変雌ガ）まして

グらの中国税訂の欺銭一、それから．、アメ1けの耗訂の欺

臓、これが終戦後、審査r引フかがっちゃっτ千んですふ

了メリカのニヒ4ぐ書いてある4＼ら。

 これはでフと後で話すはず〆．ラτ（んでTげれど・も、諸

のフいで・にいいま丁と、†国の．数字は、農産物ナよん，かま、

でが非常に膨たな数字1沽η・突はそ岬欺麟1～とい
うので、ほかの責粁の作付．面積から割り出してみて、こ

んなものは日年でしビんな肥料を施してみて・（ヒころででさ

仔いというニヒの証明εやフたん一です。

 そ．の中で問題」（なつkのが・欠．の一師で．す。

 ・l1・r年1・’月の了メリカ恐悦のそもそもあ原因を思い

 出さずレごはい㌧れない。私は格づ荒直前に、アメり力！

 年棉在差終わ。てドイフ卜渡っ㍑で、あちが、二の

一晴黒日の秘められkる直俸の発生動稀が、ドイツのベ
 ルリす・ターケブラット’に報道マれて、世人を唖然↑・

 うしめμてあろ。そ帥」、当時以徒領7．一べ一は、

             2

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



 農産物価橋バ底矢口れず仏事し、株4面が二4／しヒは逆」（奔

 騰しているのを足で、これが恐悦の導因と・～るニヒを

 察して、物価耗計と株価虎訂ヒの発・表色見合わ・ヒるよ

 う、競訂当辛者に楕冷しt・のであるバ、こ（挿令を漏

 れ閉いに株界（イ角がτこちま引（尺効棒を来して、1O

 月ユ9日の棒弐穴恐慌とグェり、ニューヨーク取引所に関

 7る↑～けで、その日1日で40億ド〕レの損矢を招くに至

 7にというハである。 当時、私カベ師事レていk八ソフ“

 ルグ入学のチ人カ教授は・ごめ今更事案レて、炭釘隠
 講更（カ9ストロフィ 一と名トしていτ（ニヒを言乙録して・い

 ろ。ニハことはすでに当時、了メllカ政房K硫訂欺繭
 の下地があフτニニヒを暗示↑Lるものであ！）、いまビご

 の重なる戦敗に閃レて、支離滅裂の発表を行っている

 ことわ、あながち戦敗の苦しまざれから、ぼか1）でない

 ことを矢口るのである・」

 これは中国の序充訂ですが、 これ。ガ引フかがブちヤブτ〈

ので㌔
 ところがよく読んでみると．軍の方でも、統計の欺臓

という二とはやってはならぬ二と々ん〆という・ことで、

お’さまうちゃっkわけですが、そん7よ二とがあっにとい
うこ一とです。

   こにカペー番最後の項でございよ↑φ＼・この冊子は。

柴田 いやいや、そうし’ヤありません。もっと俊にも並
ていI ﾜす。

   レがレ、著作年譜の昭和18キの項には載フでいま

セんが。

紫田 載セ灯グハくかもしれません。鴫徽しτ（わけ一。（賓）

   国高と国民所得と．いうのと、先生はほ・年ごろまで
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お・やりでございましτ・か。

柴田七1はし1（。
一  いま、私が専門にしてあ・りま‘すのが国民所得です。

柴田 私の統計概念は、水谷〆雄τことか森田優三戸よんカ、

と追うんで寸。森田舌水谷七．、一言でいうと、大童を観

象丁るのが献言†学である、 二ういう考え一なんで↑。私は、

丈量的に観察マるんド、大量をそのまよ観幕下る々じ’†

ないんです。で↑グ与、与之られk重耕ですぐ・税訂をや

るというのは、水谷や森田の・場合ですが、入量的に観象

するというので、調査勿ところグら始まるんです。

 、1ご力＼ら、物価キ旨教諭なんてヤっτ・のは、どういう物傾

をそこへ集め1るかという二とグう耗計表斌が力なくらヤ

い力＼ぬのて“す。それには尺章観察ヒいう欠歓法則です。

これは、いろいろと言命びτ〈論・文七ありますけれ一とも、文

数法則K墓ブく観念で遥ぶわけですれ。にから、私は物
価指数1くっいては、私の意見・工んカ・いっ仁つでしょうが
ブよいんτ～け牝とも・一二…。

   チ入力という先生は、その方法論？

柴田 そうです。やはりドイツ人でマかラ1カー／レ・フ

才／・チ又ηはポーランドηんで↑。本来はポーラ／ド

で、ドイ7人け寸！よいんです。・それバ、老い時分からド

イツヘ行きまして、ハンプ〃7の赫計局長みτ（い7工こと

をヤ・ってい弍レて、そのイ著ら、ノ＼ンブノ／ク大」学のド手エ

ンドー ｿヤっていよレに。 てれ一で手ムが手糸瓜考いて（ら、・ぜひ

来いという列で、私行。τ（んでてが、大河内なんグも行

って（’）レて、っフは〆工人〆パ（で†。

   ・又タナイステイッラ・という非常K哩諭的な本

があつますね。
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宋因 あれ一がドイソ流の、フより、マイヤーグら系売；いて

さている／フのドイツの正航的な流れなんです。

 大体、戦前、というよりは、統計学公がでこるまでの

間、昭和ク年K学会誌の第1号が出ていよす・・から、杭打

学食がでさ↑（のは昭和6年で守れ。昭和女卑に私は外国

ヵ・ら帰ってさkんです。そうしkら、粕の中へ束束から、

前ヵ・ら矢ロブでふ・パ（耗訂官の森教樹ヒいっ人がいまレて、

それ力’ら電報が来まごして、東ネで国際税討会議；をやるか

ザそれにぜぴ出席するようにというあれ〆っτ（んでマ．

 と二ろが、あ札は粉の中月か5、ど二で受け取パ・
かよく知’1まゼんけれども、ヒにかくチ渡ぐれkのが、
まτご療明会に入る前だラτ（と思いよすが、ビう電報η。

ていいのかわカ・らぬレ、粉に采フグって神戸に入・てで

てレよつτ・ので、ニニでいうん明孝舳てさてしまっ

て手七足も太ないくらい／卜亡しくて、そのkめK、国際杭

計台歳には氷席でさグη・・kんでマ。それバ字／回です。

   京欠でやりよしk国1隊流計協会め学会でございま
寸か1

柴田 束宋で中ってくので↑、

一 来束でやって、末文へ来kのはそ勿流れが来て、
財部和生フゴ々かが来て一一・・σ

柴田 束床でやっkんです。それは去ることがでさ78グ
っT・んでマガ予、しヵ・しそれは、学会公発の動機に伽1・

んです。

 それで・私は、京家仁家族合邦藩ちフいていよレkから、

束采へ帰㌧ている岡に、上田貞后師さん、高野岩三郡く

ん、それから私の先生勿・藤本寺爪郎といラ人が、品パ〕〈

ある柳沢イ自爵のとこうで集まる二とにグよっ†（か弓、それ
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に帥いグヒいうことで公」 Zいっkゲ学柵帥．んで
す。そ＾謄靖は高野岩三郎さん、こ一にが欠俸いいムしつ

ぺらしい」んです。そにに古沢も莱るレ、それヵ・ら、中ム

がいフカ・．ら力Dわっt・か矢口’）ませんが、使い走’い（森田優

三ヵべ如わ「まレて、文体藤本率末郎さんと上田貞治郎さ

んがトップの往事をして、でさ上がラす（んで寸。私わユ

す～よτごイ足い走1）を中。てお・1）まし仁。

一㍑とさの記念写真K先生カ峨っていま↑れ。乗
友会館でお写しに々っすぐ、あの記念写真τ～つτ〈と思いよ

すけれども。

柴田 そめ学会がでさてカ・ら一定の方向が築かれて（んで

すが、一学倉の当初は、はとんと社倉葎希競訂ばかつでマ。

牧学的な方法諭といってや、私は方広諭や11ましt〈け

朴どポいれヴる・理論的ダ意味の方ラ麦諭でメソドロジー

をや・f（んで、散学から公τ（人というのは、ああいうの

に采・てこηかっτ（。そ一ういう意味もあるんでしょう。

 この航訂勿とこうが（関六一に寄贈されτ（祇計学関イ采蔵

書リストの）円へ一ジがシ役K栽。ていよすけれども、、

椀訂というのは、ギ稲田尺学の小林斬君、そ’れかう郡萄

之助グよんヵ・ハものも、異文旋でんの毛のも全部、社倉経

済硫計です。

 τ（τ～、森紋樹こんが施訂官ドつにで寸カ、う、教理的7よ

ものは少レ茅易げてお・1ノま．すけれど七、 いま〃＼ら考乙ると、

ごく幼稚な毛ので↑．。

 それから、同志社の朱膝圭三岩、これも祖全的々競計
学です。

 そ札から、末都欠1学勿蛇川床三ポ『統計学研究・ヒい

うけれども、散理的．デよもめはプよいんでT．
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 （リストの）22ぺ一ジのところの小倉全乙助、統計牧
字を扱っで（のは、二1・しがτこつτ（／冊〆8んです。自分。（う

は、こ㍑上音にして勉砥し†・んです。

一一 @水谷先生にはどういうのがごでいまし〆か。
柴田  水谷君は、碗計学の二と書くのはずっと争乏でね。

ここに掲げてあるでしよう。
   糸売言†学は諭理学の一種であると一いう、あれですね。

柴田 水谷は、こ二に斉いてあ∫はすとあ・り、これは昭

和25年で†力・う、戦後・よ々で↑。

 水谷と1ゴくとは因箱之カくあ‘）まして、夫ロブていろ人は別

ですけれビ’も、七どもと私カ嚇計学で毛って留学レτ二ん

ですが、その段、号気翁を㌣れというので景気清を㌣’）

ましに。水谷君が、私よ’）一橋終わっkのが2年下グよん

で†が1、神戸商穴へ来よしで、その間歳計学をやフてあ・

ラれτ（んです。帰らてさてわ．効二うとしないんで．私は

葎斉稀訂というのを新↑・に堤けていいまレて、葎希祝
言立と呆気言宥の群ト座をチ奇・フということに！よ・にわけです。

そ札がでつと戦前いつぼいで寸。

 水谷君のも本目当数学的にはなフてさてし．・よす．。けれど

も，、いま現在石い人fえちがやっているような水葬までに

はいラてオよいです。’．二（人は、牧学乏末秤尺学で中っk

んですが、もっと数裡的々ニヒをヤブてもシいkいと思
うんです1

 二とに経赤かういごま寸ヒ、散程をヤ’1よしても、中

山伊知郎f～とカ＼ああいう速中の数理税訂児でもなわが

り（と；ら・つしく、っまつ、平べっτ（いものに々っちゃう．ん

ですよ。立体的な研究という二とかなか・よかて・さないん

でて。
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 その遼一に紋学（方方・らいつτ・人もいよす。τ（と之は尽

都文学では、後に大阪市大へ行っτ〈んじゃ／ハ・かな、何
といフτ（か、医学稀言すの満二義をやってお’っ↑（．のがい弐す。

市文τ～フτ（か、和歌ムτ～っ↑（か、どっちだっτ〈かな、も

う亡く戸よつτ（カ・もじれ迂ゼんが、硫訂の方の論文ナ札か

は書いていまセんけれども、いい研妃をレてい。・ですね。

一私どもでは萱崎稿ぐむで↑担。
柴田豊崎さん（あ札勺よく知っていま、
   先生より少し砧い…一・。

栄田之之、老いでて。今年くらい老いんし’ヤないです

かれ。

   豊崎先生が助教手受で祝言1．学を、戦前は、ず・フと全

期間ヤーて工・｝1・で仰。それで、しばらくら・や州で

な。てお・5れて京穴へ行っkんで孔
柴田・そんグよ、トうに、学会めでさる前は、数理的なもの

といラ． P（らば、小倉倉之助さん’の研元1づけです一

穴体、鮒学1よんていう名前ぐつ㍗1“は目杯け
ですよ。 あとはエレノ ／ソ、 あるいはフりノ／シフつレカくつ

いている。そ㍑・ラ、税計学の「学・という．のパェレ・

め意味〆ううと思うんですヴれども、そんグハのもあり

まセんい日年では仰、ヂ径希の舳が尤てくると葎
済統計学といフちヤうし、葎営が問題Kなってく札ば柱

鰍計学ピいう二とにしてしま1．て・舳な「学・とい
う字をっけますけれ一ど毛れ。

 大イ率、矛先訂の企朔支と し仁ら理詰＼はあ’）ま寸けれ・ど も、

ま仁、榊門〆って理論ないこと帥11ですけれど七、
レカ、し、、それはむしろ径帝統計グよらば、経済理論に属す

る部／かです。
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 そんデよふうで、はとんと、ネ立会あるいは。経希糸元言†。ネ士

会統計では、支酉乙吻なめは入口統計で↑。ん口統計につ

いては、勃r治の時代力・ら政府が牧フていろ重要なあれで

すから、 その一専門の競訂官としてがソチリとイ士孝をヤっ

てみトわけ何んで寸。

 ㍑ほヵ＼農林盾でも税訂はレていよマレ、それか
ら、商工省の方でも戒訂土して一ますけど、それは現実K

ゐらわれ1。現象の紋字を発・表する々です。けをいじく

って、イ可力。そ二ヵ・う柚泉して理論を簗さ上げるというニ

ヒ、そ札がいわ中ろ社倉歳計、種済税訂の1壬剃・なるわ

けで†けれども、それは書物にするよりは、論文として
発衆さI黷ﾉいにいいのが川ます。
   昭和／0年前後では一、「エ．業統計諭Jとが、そういフ

す（勿＼野でま辛もな本ヒしては、介しいですね・光生。二

のご本（灰外国賓局耗訂諭』（こと）が如くあにりに、耗

計学企集でしょうか、中川支・長め『一国言反国瓦所得』と

カ＼森田イ憂三の『物岬楕敏の理論と衷隊一だと力＼水谷

良一パ労働税訂諭。、そ一のあ1・1）が余ましすくが1労・働施

訂関俵の外では工業。農・業の方は欠けてい仁。・

柴宙．文体、牧学的な研充の問題は、すべて平均カ・ら勿

体たと見ればいいでIしょ．うね。Tぞから、物価楕術よんか

が問題に々ってくるんで↑。

 物価キ言散Kついては、これカ私．前に、一楠尺学の卒

業論文なんですが、「一般物価の克度としての物価楕紋」、

これは皆、平均をいじ’くつ回しているでしょラ。これは

目的は、洋にkくでん（物価の群の中がら、景も典型的
なもれ遮しMが、物価指紋としτ・らば・最終目、的ηんで・
す。
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 それ’をやる場創・、いまは・た分仰1面構牧も変わってし

まいましてくけれども、当時、口／ド／の才万個楕徴は22品

目です。ところグ、了メり力一 ﾅは三角荷寸品目という、

労碗統打上の物1両指示バあるでしょう。これを2、フ打比
してみ一驍�ﾅ・で。てうすると、片方の7メl／カのやっは

いわげる穴倣法則に墓プいて、うんと逸べば平タに近ゴ

く というあれから300種葵貢．、 ラ乏に6ooヂ麦類ぐらいまでな

っちゃいましにょうです。

 どこ．ろが英国（やつは、品目の中ヵ＼5石ク由ならば石フラ白

を昼3ミ。 そう寸ると、それに関克の商品を一省いていいと

いう形なんで寸。τこがら、代表的な晶月を澄んでやるわ

け〆よんで↑．。これバ、ユつの対決しτ・主義1～フ〆わけ徹

んでT。いずれも平均から．来ている々で↑。

 ブから、一平均諭からいけば、欠散彦則的に仁くさんの

もの星集めてしまって、それでその中か5平均をとって
立1……二べ1ざ、 一三番安定しτ〈老父ヵ》号シ水しろというニヒです。 片

方の英国流にいさますと、本当の代1表的な弔品を星んで

それを平均するとしてわ、結果は欠しτく皇いはないヒい

うと二るか5来ているんでて。

 そん・ユ点が研究の効僻でして、それで私順初に青い

t（のは「生計費オ旨徴」というやフで1香吉’いんですバ、

これは穴・正11年ですグラ、欠学生のとさに書い仁んです。

それを藤本寺穴郎さん。が搾トプて帰国瓦柱帝雑誌凶に載セ

てくれr・ルです。

一 神戸の雑読K戟セる二ともでさましkんですφ＼
昔は。

柴田 ド国民経済雑誌』ヒいうのは、一橋と神戸との共

同の雑誌なんです。束衣の代表が福田徳三さん、それか
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う神〔よ津村秀仏さんが代表で、両方でもつそ講義して
もらフτこ／しで’す。

一神戸は匂う尺学でございまレkか。
柴田 いえいえ、まブま〆。一橋が文正9年、それから、

神戸は昭和今年。

一 レヤ、一編1ぞけ1～っτ・んですね、その当時は。
柴田  それで・、生計貴楕数とな！）までヒ、 これ一は本当に

平均しないとい乃＼ぬというニピよんでマ。厳に家計簿か

ら戸矛完しう、’朱訂碑の平均をとって、 その中で、各家庭

では二水し↑ぞヒいう代表が盈ばれます。

 実際．仏その計算をやっτ（んでマ。それは、r婦人せ狛

という雑読がパはし1〃・、何でつ4・そういうビニろで毎

月各家計簿め公表が3フ牛つ執るんです。す“フと1年間

ぐらい（ヤブを集めまして、それでどういう品物が便わ

牝ているかということをヤって、拍数の形を試しにフく
ってみτ〈んです。これには年当k’ Z術平均で毛ってや9
付さやいかぬ。ほ乃＼の幾何平均だピカ＼フィッシャーの

哩積算式、あんグよもの使フ仁って、現実のあれナルビか

シ、意味はないというんです。

 と二ろバ、一般物価指数というのは、私のは償幣価値
の二となんです。賃I幣1面値を測定するという．ことにηる

と、これはいhゆる茸病的ないいすよい、何ハいい
ヒいう’一�ﾅT。一番代乗的ブス類型的な、テ／ピη1レな
牧宇が逸ばれれば、いか！よる方法でもいい。だかザ今
月は幾佃平均でやる、来月はノテ度は茸細平均ト盤ぶのが

直当であフ丁（とい之ば、いろいろ別々にゃパ〈・て．構り

ナよい。何わ税一する必要はηい、代・表族を選ル1ミんだから、

こういう考え。なん・で†。丁こがら、し、わ咋るモードヒカ＼メ
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ディアン（孝之方でマ。つま．1）、一番山にプよ・つてい’ 驍ﾆ
土ろを、遅二べばいいんプからというんです．

 それならば、むしろそんな山バナよくてパラノくラのとぐ

にはどうなるか。米（値段も鉄の値段も、もうこんノよに

なっちゃって、ど二にも釆一 ﾜらない。それは、物価楕叙
ち選＾ゴのが間違い〆といっkんで↑。そんなとさしくイで表

的な価棒を」産」ざうという孝之方が間遠って1いる、代表は

杁いんτづ。こういうのはさわめて平穏・8時制・、葎済師

に平穏無・事な≒さに出てくる現象だから、 そう大レて門

題に〆よらダよい、．こういう二となんでマ。

 それが物価伯教に支打る孝之方｛にし、まtl、平吻
に村†る考え方なんでプ。それが請文「一般物価の測塵

ヒしての物価循数」というので、自分の二とをいうとち

ょっ とみが一しいんですけれ。ども、欠分詳個これ仁ん・です。

二には『商学研触K出してくれkんで†。二札はまτ～
私の学生時代です．いろんな研究をやりまし〆。

 それから、その次に載セ1てある「数学上の尺赦法則．と

航計学の一般的仮説としての丈徴法則」ここれは高田保馬

亡んヒの諭乎！ルでザ高田さんポ大数法則和とい
う（を書し・†・こんで．す・

   卒で左、てお・’はすね。

柴田青物で出ておパ寸沽それを枇刊し1・のが1
れなんで．すθ

 高田さんとい一う人は非常に謙虚ナよ人ですから、長い手

紙をよ二して、あれは文としてはあ7工τ〈ぐらいの年齢の

とさに書い↑（ものド、若い時分に書いτ（もの7よんで反省

している点毛あるけれども、日年に紹介しτ〈ヒいう意味

で程柘していいにい、あなT・のは理論的には柿に傾
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周恵するところがあるグシ、」といフτ（ような手季氏デ8んです。

そんブよ、！・う〆か5、これに対衛反論とかいラよう〆よこ

とはしよセ1人ノからというニヒでしτく。

 あ八人は禾ムの近所にイ主んであ・っ て（んです。 私は来中野

で、あの人は中野なんです。結婚レて2～3年τ三フて（ぐ

らいでしτ（かね。お美しい奥さルで、それを目がけて行

く学’生むいよレ1・し、私も2～き回公かけていさよレ1・。

   そのこうはどこへな勤めだっkんですが、高田先
生は。

味田一椅です。当時の栗末商科尺学の社会学です。高
田先生は広島からこっち釆↑・んです。三浦新七という、

この人は私の先生みτ（いな椅ですが、別フばってさτ（ん
です。

   ネ立会学（講義・一一…ζ

柴田 社会学（講義τごラ↑（です。マッキーべ一という人

のあれを上含にしてやフて、そいっを私が教室でぶちま

け仁んで一す・あれの翻訳だってパ笑）

   アメリカ社会学がその二う入っ・てさτ（のを先取り

されτ（わけですね。

味田おもしろい先生ですからね。
   一二んなごフい本を・一一。

柴田 よ＜まあ書けよすよ。た体ネコニ会学の人というのは、

何でポ～い二とをたくさん・書ける毛んですね。（笑）建郡

盤吾でんがそうでしょう、二んなたさは本を。よく書く
ことφく矛）ると思；って。

   経済学て∵もこんな大ご部のものが8冊くらいござい

ますよね。

柴田 それビけよく本ε就むヒいうことでしょうか！よ。
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 そオ！しから、私のこれこ’らん十こ！よるとわかりますけれ一ど

毛、私は、耗訂一 wに蘭する荻科書的なものは！フも書い

てない。私は書ヵ・ない、さらい78んです。やはり請文を

主としてやるのがわ札われ学者の役目であるという二と
で・、教科書は書かない。 と1二’ろが、 うまくひラかかフて

／フτどけ書いにんで↑。大阪市尺にみられτ（平岡健太郎

氏と共著。二こにあ1はす31年のム川．允版社、これ1冊

tごけです、放科書的なものを書いkのは。

一 ぼく毛テヤストは書カ＼ないっもりでいτ（んτ～げと、

いよはそうはいがぬでTね。打0～600人を柏手に一一一。
柴田  ネムも関尺では．それで手甲レ過ニレ〆ノレでT。 兆イ参チ十目

げヤないです。選択科目にもかかわらず切。～6oo人、

もう試練にまいっちヤうんで市ヒいフていいかげんな
二とはでさマい↑圭勿＼で・すがら、手系」壱、に／0日くらいヵ＼かり

よす。

一 先生がお着い時代には、了メりカの椀計学の彩籍

ヒいうgは、どういう仰始まって今11まし仁れよう
が。

柴田 私バ学生時代k弛張しよしτ（のはオく一レイです、

一イでリスで丁伸。
柴田 それかう、ゲオル7’フオ／’マイヤー、これは

欠都州のη。これは祈帯に悩まさ札まレ江で礼し
カ・しド生鴨柿糺でみるヒ、穴し1・二」と書、・てないん
て・T。

一 7メりカでいいよすと、ミル又“、それからキ／グ

ですね。

栄四句っと後にム1・人。です。

一  七うちょ フ ビク乏ですか。
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柴田 むしうセークりストがな。セーフりストというの
カ寸な’）ましkでしょラ、あれなんヵ＼ヵぐヤってまレにし、

若書は六よいけれども、統計のフ・口7エソグとしてその

人■（っいてお・フτ（。ノ＼一ノぐ一ド尺学のブラウ／という人．

二の一人は牧学の人です・一非常に頭脳が蜜徹人です。

 誰．をもとへ戻しまレて、葎帝統訂以外の耗訂、つま’）、

数理航計といい其ずつ＼ それの中心問景色は、先ほど平均

と申し支しkけれども、そ札に必ずくっフいてくるのが
プロパビリテゲなん・です。このフ¶ハピ1）ティーを嘉

辰さゼていってでき工がっている耗計学の毛ノク’ラ7は

非常にτ・くさんパはす。’

 それから、耗済杭打以外とレて最つ注目しなけりヤな
ら捻州よ、遺1云学の方の就訂研究〆ブトんです。これは

・もう競計学会ど二ろレヤない。それ以前の1800年イてに、

いすでに航訂剛・綿密な研究カ喧伝学勿方では発表さ
れて一いに。それで、後に袖計学で毛って使っている一…・。

   ノンセ／スな相関イ示教とい・仁ものですね。

柴田 あん戸8のを全邦、標準偏差なんかも使われて・、こ

とにコ“一ルトンのは。そういう、3・うになろまで・の、孝ムヵ弍

先ほど申しましτ・調査、これが六しkものです。非常K

†（くさんの文学者、政治家、軍人、そめ他の偉人の家禾

をさかのぼって調べて、それで・っくっ仁わけです。それ

．ザす手ユラル・イ／へ／タンス＾！・う書物で木

 それグ自然科学の方で、自然神学といっても人件に関

守る問題々ん1ぞかう、一稼の社会科学てイね。その方法

ヵ寸経済やネ士会の方に取1）入れられτ（のは、なぜ迎いかと

いうことの問題があるわけですが、それはT・と之は尺陽

茎、、支説、あれ〆よんかでわ棉蟹な税訂です、つく。てある
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のは。ナ8が戸8か糖蜜η数理一を。使ってヤってあるし。

一モーアの研究でご’ざいよすか。

味田一そ㍑受け槌い〆のカ嚇焔の「雨量記・という
やっでね、帥しういで↑よ。一つより、景気、不案気は
雨量に関係があるという．3・うな二とで↑。

一 石索かK、物価循徴にしまレても孝気の問美皇にしよ

しても、一時衰退一し」 ﾄ、よ1・わ札われの時代になフにら
同じ’問題で主色ってく．るみτ〈いで・すね。・先生方の目千イでと禾べ

の時代はもう一世代遼二いま†し。

柴田1・ギ、者の自由葎済といづのと、いまの白中程済
という句は違う。青の自由稜j肴は本当勿自由孝歪清です。

仁から自由に動いて・ノ＼一べ一ドの景気構老之であらわ札

るような循環がされいに歩でくるんです。金融市場と株

式市場から商品市場の線が。

 と二ろが、硫刺とい’う二とが行わ牝て、つまり国家循

カが葎済の方へ手皇仲ばし拒めてか亨、景気というもの

がもうこんオ8に斥っちヤっで（んでマニいまでもそうです

が、二んな現永というのは過去にはないです。物価は商

い。ところが、昼はあ、3・れ一らヤっている。二んな碗柔と

いうものは、従来の葎済学あ知、餓では理解でさないとこ

ろてす、歳制経済というのは。い．まのは人工的につくフ

τ二篠帝ですか㌧ そ．’れはそ年で！．つの研宛の分野にはな

リます’がね。

一 クド当に同じ問麦更がそのまま再現しているようでご’

ざいまして、先生がお考さに州よレにものを見て川
ますと、昭和の初めにお書．さに州まレk希気の問題、

いわ作る物価術数の問題もそうでしょうけれども。

柴田八一バードの景気循椥・、句二う行1てから私、
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首を突っ込みまして、大体これが目的で、一番母初は式

ヵ・けていっす（ん・ですから。パーソ／ズは当時はもう二．ユ

ーヨーフヘ行ってしよって、ニューヨー7のでヤランテ
イ 一・トラ人ト・カ／／ぐ二一の頭取で松。

一  「景気構数」は、原本が私のところにございます。
紫、田  そ うですカ＼、 ・

数理’

ｩにフいてのれをいい打と、鮒教理榊
研究がで㈹め仁川、つまり数理〆けで耗計学と名ブ
けろようにな・にこういうこヒです・そ．れはもう戦後

のことで†。今度の輸争の後の二とで寸。

 学会で若い人にちが、二とに牧学土身の人τ・弓が、盛

んにいろいろの研究で、私らとても追随でさないような

論文を発表ぐ札ています。 二の間、森ごμに余フ〆ヒさ
も、もうτ～めナ～なヒいうから、ガめτぞ・6何も、オレk5

は舌う隠居レているんじ’ヤないヵ・という話をしkんです。

 仁だ、勅許学の日本にわ・ける開拓者といいま↑ヵ＼こ

れにはわれわ糺後輩とレて紋意を寿ぐなさヤデ正．らぬヒ思

うんです。τ二と之1ギ異文聡ぐんとヵ＼それから、横ム雅

男㍍τ～と押卵禾伯爵、つまり柳沢保恵で榊・。そ～・

ザー。

   高野先生はもうケレ後に〆プはすφ＼。

抹田．高野さんは統計専門げやプ8いで寸から。傍らやっ
てわって・んです・今ようど南野さん’と京都の財・邦静冶く

んヒ、非常Kよ．く似盈っています、統計の関．違において

は。

   高野さんの方が財部さんよりもlOぐらいぢ年は上
（よ・うですれ。

柴田 そうですかね。
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一調べてみましにら、て（ぐらいの関株にあ・めりの
ようで．しτζ。尺橋陰慈先生は、財御先生にあ・習いに仔っ

t（ノしですカ㍉

一一
@イ裳ば、員才若ドくん0）最孝麦のとさに貝カ手やっていて、

群式の手伝いやらで昨一。

柴田．帥I 撃､い人舳だ。私は11舳リセん・肘
いちせん」と陰で呼んで仁で■Tけ外ギも・な酒1（関して

はチドれなかフ灯すね。早レゴザう帰ざじヤな
一いですわ。いつまでτ（。にプて先バないんkがら。，レか

し、統計学そ牝自身に寄与．しkといラ’人ではない々でて

 高野岩三飾ぐんやそラで一すぺ文肉さμも向いです。ζ

札がら有沢広己・二、年」も祝言↑学の方に全面的にカを卒い

τどヒいう人じゃナよい、専門げや伺いんです。．

 それか弓、数理的に誘導し仁＾は、先輩としては稀
言十官であラて（森数樹さん、これが老いわ～っ牝学生に対

しては、い一ろい・ろ示唆亭与えてくれで寸～そ舳か

に小倉全之助㍍。私、中’ wがふ倉商業だフす・でて力・ら、

散掌は非常に弱1．・岬マ。神戸は、肉触希と中軸身

とを別々崎験し1・りぺまレ1・け牝とも∵稀は試験バ

ー桝8んです。そ州ψ’ h・数学’yグよさや1ブよらぬという

ことL ﾅ、当時市ケ谷にあプた物理学放へ通フkんです。

そのとさに、小倉倉τ助くんがまビ岩之て、この人に私

は代歓を鮒つ㍑市約！’ P年ぐら、ドです．か・敢わ㌧）

ましに、

一物理学校にみられにでてか．
嘩田 校禾さんみ午いなもの、で1す・小倉倉卒助さ㍑㌫

一そ札がけ阪にいうっレやいよしτ・んですね・・ト

倉全乙肋くんは。一
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   阪尺たつ1〈ですね。
柴田  自体の中学の学生時イでの話ですから、 明治一…・一。

   文正の初め。

柴山 区欠州戦争の佑まフkくらいの年です。一稀に入学

しτ二のが大1王6年ですから、軟州戦争の柊わフτ（のが尺

正ク年てしょう。

 この人の書物はよかっで（で寸ね、当時”水牽と’して（ら。

いまから見れば、枚挙を使ラのはさわめて実用的です。
一   し力、レ、肴迷の数学看のお・書きに才よっτ（本とは、

一味も二味も圭うんですね。祉含意識バ本句中に藍11地

まれてポはレて、私なんが、ずい、31ん趣きが壷うんで
感心しr・で仰。

柴田代数を牧わフ江んです。因数勿＼解で非常卜老しん
τどんです。（笑）

 しかし、戦前までは紋理的な競計学というものは、各

大学ではまだ発展してい～・っk。全都が祉会的、葎斉
的あるいは硫計理論ヒいっτ・よ’うなもので了。私も、い

まの．ネ申戸商科尺学、もとの県立神戸高商、・垂水kあ1は

すね、あくこで糸売言†学をや1）ましk。そのと一さ・には数理

的な二とも予分ぐらいはポはしk。あと千分は理謝～
フにです。

理論（二とにデよると、やつげりドイソ・です。ドイツ人

というのは、教理の方面は余り得意ビやナ8いんげやない

がと，思う節がめります、英木人に比べますと。やはり理．

諭的なものがいいんでしょうね。しかし、実剛（関する

限り、ドイソ人は数理一を使うんです。

 フラ／又人々んでいうのは哲学的で寸。教理哲学的〆∫

方面ですね。ドから歳計の方には余”グ足を踏み述んでな
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ガで小人’口説計けで」 h、相当功飢争げてい行け
どね。

 とにかく就訂というものが、われわれ学有η間に木フ
てさτ（のは、人1コ税訂バ景初です。

一 藤本先生の牟でも、後キの天秤かは人口統計です
ね。

柴田一そうですね、最初の㌣つは。この『葎斉統計’』と
し・う清一く考1完からムしτ（牟は、学生時代ですけれども、

私が者い仁んでT．r葎肴叢書』勿第斗后。その後万千倉

書房から血τ〈r統書1’学』、これは私は知らないです。、

 統計そ6ものは、私扱フτ（二とないんです、論文で。

皆、応用ですらこれ（老作り一ス←）ピらんになればわ

か’1ますけれども、．とにかく徒打出芽τ～から、どうして

も研究が補訂的になるんですね。

一 貿易統計。方へむ移りにクエりましτ（のは、これは

要請でご’ざいよすか。

柴田  いや、 そ・うげヤないです。

一 先生ご自身の間二過意識……？

味田というよりは、当時柳高師貿和っている人
はいないんで・すよ。

   先生の貿易楕徴の問題は、・同じ時期のお／士争プと

思ラんですけれ一二ども、．そ ういうのは一口寺はやり でブざい

まレk。はやりといっては天変悪いですけ年ともI、餅

の他の問題で時系列的な取り牧いという動さバありまし

kでしょうか。
味田 統計学ヒしては、書わと一レ伝ら・、てラ珍重すべさ

よう州のは虫でいまセμ。I P4、諭丈は可ぐ、札（の
が出ています。戦後はどうし」ても放科書的11・よるんけ
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二とト、肯、航計学々んでいう講屋置いてある欠字は、

非常に・トなかフτ・二、まれr～フに。戦後は、今度は高等学

イ史で糸も言†学を着果一するどいラ意味で、 みんなニセ。て糸売言†

掌という名前て・やフてるん汀ね。

一一 @いよた学の設・置基準の中に徒計学バどうしても八

フてさま↑ね。置かないとドめに戸8つちヤブている・。

柴田・でも、社倉岬むよう・硫訂掌を講義している小
どうカ・ヒいう二とは問題です。

一尺変耳が痛いです、オよカ・なかむでかしい。

一 でも、先生が一番初めに碗計学を勉強されましτ（

時期は、ごわめて希・ケ価値があ・あ‘）1つっkんでしょう。

それは直接白勺には、どういうご動キ祭て・ございまレτ（でし

ょうか。

柴田 私は入学の本科の時代力・9、統計的な研究といラ

やフぽ興味あつす（んでT。

 と二ろグ、文学生に六よってから、椀訂というものを藤

本先生が講義している〆けでしょラ・出てみr（らばみも

レろく㌃いんです、っまらないんです。月かの光生色そ

んな二といフちヤ悪いけれども、 あれ■まフまら・ないんで・

す。†とがら、何とかこれをお・もしうくでさナよいかとい一 ､

ことが、ます㌧最初τぞフτ（んです。もうちょフとあ・もしう

くでさオ8いか、合うちょフとチャーミ／グ戸よサィェニ／ス

にならげいか、こういうことで・す。

 それで、獅学をやって糾・んで㌃ぜミの学生は3
人τ～フにです．。こいつ（氏名不詳、伊星（言））はドイツ悌

合へ行さましに。 それから郡萄乏。貝ウと禾父の3んです。

一 先輩の方はいらっしゃい弍↑φ・。

柴田．いないです書をれはもう東京帝欠、末郡帯尺〆っ
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’て、ヤ」’しません。’そ、れ一を、専味し’に1人というのは、献言十字

．で飯を食おうなんヒ．い一ﾂ三ヒは、ちょっ．と孝之られませ

んかうな。

一伊逸さんヒい．う人は’ビういう人でしに。
一柴田」 wヒいう一州ドイツ話バよくでさに夫これしK
ドイツし咋うの緋†の唯物就んでいま．しt小、けI力w
んτづん脱線していっセしまって、てい’、3ミん変わ？k人間

でマ、これは。

一 伐協って、ドイプ協会の学核マそれ以前にあそこ

出にて……て
柴田■い之、そうじヤないで↑。すフ．ピ橋で、学依は

者単g、地方から来kんでマよ。
一 一楠をご卒末にデよって、そららの方へ就職さ札穴

hけでTφ・。

宋甲 就職は最初」は。ビこビワす（へちょフとど忘」れし

よしにが、ビニがの研究所k人フ1とんです、

一 彼逸協食中学校フていいまし仁でしょう、者は。
枚協の中学と、それヵ・ら暁．星。暁星はフラ／ス語、准協
の方がドィッ語、，二う’いう二とτミっ仁んで．す担。

一そ二の先生を！よさっていらっしゃフkわけですか。
柴田 最後は、てて。Lそれまで方々歩い収です。

一 耗計学はみ習いになフ仁わけで↑ね。
柴甲 そうなんです。人間は非常k変わラている人間7よ

んでT。文士みτ（い何が。こうしちゃラて、慶志オこ一イ

みτ（い何様子の・あれです。．一

 それから、イ可が話す二と〆よ一かフτ〈ヵソよ。

一 ちょつと、学校の時イてに良’は↑。

 中ム伝知郎ぐ々、てれか㌧ての年間ω、これの先生も
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ヤけ’）藤本先生マ

喋田いや、速いよ、†。中ム伊知郎は福田偲三ぐい弟
子です。’福田俸三σ助手をやフてあ・パ（んです。

一 練計学を一時’橋でお持ちになるか、あるいは外
国へ行かしてもシえるような一…・。

柴田 何っT（かもし札よセんよ。牧理経済があれですか
ら。一

・一一一@イ可がで言売みましk。

一君ド菊之月刃先生のお・言書をしてくプしぐいよ’すか。

柴田 郡萄之助は、帝大小僧という名前がフいてみるん
亡ごけれども、粛二奔さんにっいkとさが一弟昏荷んです。’プ

ロゼミす一2レ。 それ以前’にうう 1年あるわけ’で↑。 それ

は列τごつにんです、

 そ札で一条旨kやっていまして、 モソ七ソしに男て・、い

までも亡ソモソレていますバ、さわめていい人間で．、あ

ん仔にいい人間はいないです、決して人の先に立つよラ

ナよ二とはしませ人。で、おとナτしい人ηんですけれども、

とさどご思いかけ汀い二とをやらかすんです、偽証学や

っていますけれ・ども、これは甘いんです。もっ・ヒ公問的

に万分売やればいいんですけ札とも、糸充訂の研玩というの

は柿に骨が折れるんです・どうしても助手が必苧で礼
いい助手がやっばつ同’ 閧jいまセ1んと、石牙究でさ78いん

です。とこうが、名古屋商商あ川叶、なかナよかそう
いう二とはでさナよい／）で寸。

 私はつちろわ率いでして、家本秀穴郡。て、こ札がい
フ．も、私の財敢授時イ寸グら、細かいイ士卒でも何でもヤっ

てく仁しるし、すくと之■ゴ税関へ行フて、1これを調べてこい、

あるいは倉庫へ行って二札を集めてこいとい之ば、もラ
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べて一くれますレ、そうい1うの・〆いま．い・。さ’らに、L家

仰下抽るやフφし楯く沁なって、I рﾌ研究を助け
てくわ一k人／です。

一   それともう！フ、砺』本先全に学ん・でみら牝丁ここう

なんですが、日本あ航計学会．の現状研τ〈い！よも（’ A七う
／フは数ア里乗売言†2フー ﾌ人7て「 ｫ〆肩手代の令景と一字看に、

諸川先生の二となど土5よ7と抄話開かしていτ〈ださτ（

いんて寸。

栄田 騰川君とはす“っと縁バないな。

 あの方の書∴仁めでちょ、、、と目’を引くのは、寸っさい

フて・天体に関する杭打的研究、これは外国の書物をラ1胴
してめ研究で・1 ｷが、フま1）、太陽黒点説ヒ雨量説といフ

て三ようなわのを並べて研究しに人1沽です。小歓・書物

ですけれども、これは当時布．常に目を引い収です伺。

 それヵ・ら、いまで二で改治承にオよっちゃ・て、方々へ

行ラて頭下げてうまい二とヤ、、ているらレいけれ．ども、

京都尺1学の人。ヒいうのは大イ奔腰が但㌧1んです。河1上筆先

案でも、われわれ禄の力い老かち会いずれは、実に丁重

な言案でやってくれτ（ですグ束末あ神田徳三さんとは大

壷いで寸。福田徳三さんセいうのは、けんもほううもな

い人です。

 それから、神戸さんも突に丁重な人。大体、京都欠字

の人といっ仁ら、温厚で丁重ヒいう印象が私にはあつ弐

す。1地さ、んがそうI〆し・皆そういう聴岬ひ・1二で㌃

 と二ろが東京の速中は、束束文学もそうだし、一袴も
そうですが、大体、～ごフさラほうのが〃いで↑。蜷川ご’

ナよんかは初めから相当腰の伝い方で、τ～れヒでも愛きょ

うよくやる方1づつ仁んで寸けれども、徒計学会ナよんかの
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報告でも、何を報告しfκんドっにかは。印象か一ら一いうと、

もっヒ六月旦に報告しτ・らよかろうばと思っ仁ような二と

がパはい㍉そげけが印象に外でいまト
   税計学会以外で、㍑当時何か、いまでいう経済
統計研究会州・いに、’有紬・集ま’1のよラなbのはゴ．ざ

いまレにが。

味田  ナよカ＼つτ（ですれ。

   晴、神戸は神戸、京刷ま京都ヒいう二とで……。

柴田はかの問趨け札外国貿易の研究会．とか・それ
カ・ら因隊葎清の珂宛念とへそういうものにフいては、・
学会としてではなく、イ国人的戸工集まりとしてのあれバあ

∫）まし1〈。

   大限の穴尿ネ士研は、そ合いうとこうでまとま1）の

役目を果仁しません．で’レ仁か。

味田  関イ禾なカ＼つ τ（ですな。

   膝子にやってまレ仁んですか、高貯さんのとこう
で’。

柴田 高野さんが人を集めてきてやフ派という土とはあ

りましょう。けれどもそれは、各尺学とは直オ安には閃4乗

なが。↑（ですね。あるいは個人的ト、社倉問題研先師か

ラ委託研究を受けτ（人はいるかわしれまセん。私は知つ

よセんグね。

   そこへ・参切されk純計学者で、個人のお名前の岩

千はわカ・’1打・いま／云記が出てあ・’はすかう・

柴田 そうですカ・。私の矢口・ている範囲で・はいないでマ

ね。あるいはと思われ．るのは、統計的研究では六よくて社

会的な研究とレて、もう死にましτ〈一稀の杉本（栄一）

が肉体しτ（さ1）です。ぼくより2フ下ですバ．非常〆8勉
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諌’ ﾆ’P～二；ミ1イす。1や二I剛’iし1ソH ﾆえい1÷I一÷十ら’しい。

杉本は私らと一箱でして’1一一箱の場所に住ん油っ仁

んです。三浦先生、てれから杉本、ムロ氏1村松．それ
から私。これは京中野のと’ころにτ二むろしていまして、

はとんと毎日のよ’ ､に顔を谷一わしていkんです。石神芹

⑦方ではなくて、京中野か．ら落合の方．。文体仁むろして

ち・っτ（州ま上巻谷とIいう’と二ろで、そへでみんなてんで

に来るんです。朝、一 ﾑガ斉んポろに1よるピ印ヵ・が
ヤつセくるんです。ほかあ達一中は、われ1われに中野学派

ビなんていうニックIネームを’っけましkけれども、大体

同レ傾向ドブ↑・ですね。

   ドイツヘいら1しゃいまし㍑さは、どゾ沐とご
一系着で・ご’ざ㌧、ま・し手（φ、。

牢固い之、／人∴私は日本の旅行でも内舳桝τ・でも

そうです」し、海外へ行く場合でもいっも1人です。一緒

に行くのはかなわぬです。仁」 ﾜ仁ま向二うで・、ハニ／ブ1レ

クがらb／ド／へびとブ行二うびヤないかというんで、
車倉銀行めやっと二箱に行．っ穴二とがあるんです1すれど

も、、まいっちゃっkです。

   蛤川一先生とシ卿．ころげヤございませんれk

づ＼ ドイツにいらっしゃいましγのは0
柴田．そ〃や1アい一です。施川君・けがちょ。と打す

ね。

 私らが何、仁のは、中一ム伊知郎1束胸（精一）、それか

らネ秤大学万人では研究所の村といっにかな＿ぞ勿連中

がベル川・にむろしていま←仁。糾’な表になると牟
よっているらしがっτ（です。私はノ・・ン7・レク1～つに」んで二

す。
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一ギルの有名な研究所は、あれは帥砥なさられ
まセんでしkカ＼。

柴田  行っア（んです。 あそこには文／か長くいましk。木

テ1レ・ペレー・ビューという森の中に下宿しまして、6

～クカ月七いましτ（がな。あそ二のベルトヴィルツシャ

フツ・イ／ステイ・チュートにいまレに。私が行っτ（とさ

μホームズというめガ所長でし寸・バ、そこに籍を琶いk

わけヒャないんでマθアメリカでか、ザブてさτ（ほこりを

落とそうというんて・．キ1ルが一番よかろうと孝之て、

キー／レヘ行フにん一です。森がいいですからね。

一一 @先に丁メリカでゴざいよす〃・。

栄二田 アメリカです。

一 それからヨーDツ／くへ行かれ一τ二んで↑ね。

柴田いま（留学と違いまレて、とドカ・＜向こうの学生

として腰を押えちヤって、何年でもそ二にいるんで了か
ら。手ムら、向こうの生活にラ昏けムんでしまラて、近所に

火争があ11・とさには飛んでいフて、私は1エ戸1手なわ

んす～ヵ＼ら、オごン’フ。を手イ三ってくりしτ二二ともあ’ジまし。（。

（袈）

 そうかと思うヒ、ノド学校カ・ら招待寸れセ、日不人珍し
1－ Pわ一 ﾌゼから、一種の東洋人の児牟みτ二いk，腎っτ二んで

しょう。子供↑（ちの前へ立仁これで．、狗かしゃぺろとい
うんで、弱っ丁ニニとがあ！）ま’ 撃ﾉ。長くいると、 そうい

うことになるんです。

   緋丁字に剛禾・辛いと思うんでてけれどポ第は
世界尺戦のとさに、。日本で、粉成金か物すゴく儲かっ↑・

時期ガありましτκれ・ばくは知弓ないんで、人に開いk

ん・ですけれビも、あのヒさに漫画のエピソードで・、箭甘成
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全力ミカフ二…’・入って、侍亀し1・とさに、」、1、ところ6、ら

万ケ糖走出レて紙ヤし1・と一いうのを開一1・kんで寸バ、その

ような一…・。

柴田 それは本当K漫画だしチの二・とでしょうね。実際に

はそんなことはやつヤしません。つまり、一 ｬ金というの

は人件ケチ〆8んです。戊食の下で、全．をもら7τ（やフパ

ぜいτ（くをするんです。 それでなけ4！じは、広・こと之は船成

金といっにらば、第／に桑原、勝田、そ川ヌが、その後
国会議夏に〆よったのなんカ＼いま↑。

 1・〆、いまから孝之ると、緒け高というやっは途方も

ないも舳んでT・τづ・て・1日のさ一よう勿、相場帆1～
ヵ＼ら、あし↑二になると運二賃がそのイ音になる。

 それから椚抄粁杁んかも、褐1納でさ㌃いくらい3借、
年イ者のイ直争支にプ8るんで‘す。 †～から、都テを夏ラ て 、あるい

は情って、それを又借しするんです。それでなければ穴

儲けでさやしまセんよ、／てウ自分で狩っているんでは，

こっちからニブちへやるんです。いまの三光汽推みτ・い

なものです。朴んな又・貸レで竜を緒けるんです。

 第一1次穴戦のとさなんていうと、とにカ・く船がげいん

†づから。今度の戦争ハそうで↑。ほとんど；全邦バ情1）

上1ヅらわ二ている。

 私が書いk甲亡、海軍のI軍令部グら頼まれてフぐつτ（

やっがあるんです。日斉和！5年ブっkかな！秤δ倖．と毎テ価と

の閑株。とい竹つがどこかにあるはずです。

一  「粉体と柑佃」ですが。

．柴田戦前で↑かう、昭和／時よでの間ですね．昭和7

～8年ですね。日卒の商船がポかポカ沈められるんで’、

補’償しなさやな抑いんです。それ’をと乃くらい価償し
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丁二らよろしいがというんで、ひとフ裸率的なも・のをっく

ってくれというんです。国のイ上等なん〆からというんで

それを引さ受けまして、古船、中古船について、伽の年

粉と佃椅との比較邑でっと相関稼をつくっ1・んです。

 それで、一それを提出しkん・で’すガ、てつじτ（ら、向二

う力＼ら；海軍関イ未に発表、ぐれτ〈ものを兄る と、 τこと之は二

ういう、1・うに々ってあ・っτ・とTるでしょう。そうすると、

その上へ引いてしょフτ（わけです。それで私は怒っkん
です。ネ十学的に忠しτ〈序象を、 そんな月芥子な二とをしk5

国るからという二とで、弓応詩乏文を出。しk二とバあllまし

τ二。 どニカ・に ぞれがあるはす“で↑。 英文ではなく、手p文

で允して・。戦争真フ最中（とξビっ仁ですから。あるい

は在、音戸じゃない、；客ちているかもしオ■よセ1ムノ。 これはナ」

一件干分ぐらいしか我セてい．・でT。

   先生が終戦後、神戸市の葎済局禾ちおやつに六パ）
まし†・とさ・は、神戸穴学て’’はわうむ放えし・こはオポはセん

でしkか。

柴田 講師で行、仁です。作常勤講師で†。

   フいで1・先生に聞き仁いんですけれども・、ぼくは
戦命の失業のとさ速ラているんです。それで、失業老の

活動グ起二ってきまレ†〈のは昭和の景初ですね。そのと

さ、1・と芝ば尺限てい之ば、・尺王寺の公会堂で失業者の

穴倉が行われ、まレγ。そのとさの神戸の川崎迷粉所の。失

業考とか労働者の重力さ、どうなんですか、あのとさザ・・；

味田 さあね、いって可って？

   旧約3年ゴろです。一’香不乗気のとさ。日本に舎
融恐係二が起くてか5。

米田フま・）、㍑とリ・は、今日と違って労働手議と
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ゾっτ（んですが、例勅令識の÷喬大きいのは）11崎．だって（

です。川崎のあれで、松方がピ／ヤ／と’なっらヤっτ・ん

でマ。

一 川崎って一一一・言

来日 川崎宝船。

一 3回に分けて解雇されている。3タ00人がら／万4000
人。

栄田・六変な騒ざ1～っ．に々で’す。当時的うとにかく完

全な．る権力孜治、権力経済だつ社んノです’から、自由程清

ではあるけギしとも、 そわしはネ差テ斉ノ」のいう二とであって、

系歪済人は自由k行動しkけれI ﾇも、労働者でIも何でも、

官僚ぐ之も、今日のよ．うな勝子似二とはでさなかパ（下
†。

．われわれも、昭和何年でし仁かな、不I系気†～というんノ

でテ威峰くやし仁んで↑。・タド国ヵ＼シ帰ラてさてヵ、与しばらく

でT。昭和6年ぐらいに城つ率されましγ。ア文府もクビき．

穴．仰ηつkんで†。官像、官吏の人牧き減らしτ・んです。

一 昭相今年の冶＼理化政策が出てからですね。
柴田  よかっτ（のは昭手口4年です。米ド’ルに対する’あれ

が2円’20～2円30多気まで上ゲ・τ（ですから、われわれ非

常に了メリカに対してポ裕福に・川く碕じ’を持ってま

す。τ～かう、日本は非常にょかパ・わ㈹んです。

 それで、倉解葉帥パ・わけです。全解東ヤ水とこ
ろが、ドヵツと世界恐悦0速統です。192ヲ年がらげ30年
です。

一神戸はダメージ’が穴さがパζですね。鈴木内柘の
問題令あ！）まずし。

柴田でっご統んド（ぽそれなんです。㍑と．さのやっ
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です。 まで了メリカから起ニハ〈んで寸かう、世界大恐

慌にな1）ま†。

一利ガけのとさは、葎細中心1ま閃束よ’）胴面
の…一。

柴田  それはそうブ8んで寸。 それに似通っkことを私1書

いているんです。かオよ1）前ですグ、これ、τ・しかラシ’才

で放送し†くんです、「束束・大阪西都市の種済的特徴」と

いうヤつです。これと話して（んです。

 つまり、穴限の方がいかに葎済に対しで敏感であるか

というニヒなんで寸。株価の動き、そ乃他の物価の効き

とかいう二とについて、宋ネの方はよつ鈍感だというこ

とガ、この葎斉的狩微の／つの問題に、にです。

   いまは毎之感になりまして、束束もお1もしにオ甲之フ

けられて、どうにもなりまセんですれ。権力の中央集中
で一一…。

柴田  中来集権ですね。

   葎済は鋭敏ビと暗いますけれぐ尤・駐いでみても

’“一 B

柴田．あwるところで、いまに！8ラでく一 驍ﾆ・、あがぐ

⑦とれない不自由さを葎済人は感し’ているわけです。

   戦前はそんなようにございましkか、人戸反という
のは禾蒼希有勺に。

紫田．てれはそうです。1大阪商人というヤブは、という

より大限葎情人というやつは、甲来カ・ら次引～とか穴臣

ヵくやってくるて“しょつ、 そうするヒ、「／＼一ツ」っ とヤ1フ

て帰してふ・いて、後弓匂いて舌虫レているんで・す。官僚

のいうことは開が符いんです。それが、大阪の葎情人の
葎済人τ（る中之んなんでね。いまでも・レしは残フてユす
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けどね。

一一 ｢！フ、よろし咋うごでいますか。
 当時の人口説訂の研完というのは、どのよう〆τ方バー一二

柴田 人口説訂の珂先考は一夕かフにですね。二番よ＜研

むれているψくつξいっ，k．・納郁んパ人1っ碗
計諭』。

一   ア文3室ネ士片反『系至済学全集ρに出てお・りまレにていすね。

そ札も．あるレ、・統計学金細に．舳て州ま仰。

柴田 ところが、就訂は税訂で、耗計学者す～けれども、

枚挙から来tく統計学Iの人で†、から、も1うひとつ足を踏4

込んで、フ．ま1）、社会規琢的にそれを児て0／1くというこ

とはし戸8いんです。むしう高野岩三郎さんなんかの方一バ、

人口の．問題としてぽ深く板っマいるんでれ

一 岡崎文規博士は。
柴田 あれば辰人で↑ヵ、もう亡く戸正11まレτ乍。彦根高

商の教授をやっていて、その後、人口問題研究所景かな

んが㌣っ仁んで・す。

一   季冬単之後、 そうで・してく。

柴田 あの人毛、人口はでい’、3ご．んヤって1まし〆。一ことに、

人口動態問題なんというのはいういろやフ1 ﾄいkです。
椀計学という毛のは、六件人口就訂に絡んだものがクい
て・す。タド国でもそラです。

一  主力は人口糸充計学φ・ら出ていますれ。松ビわの時

代に7ガ1ますと、それが逆転いて・しまして、葎清徒計学

グ主流になりまして……。
柴田 糸至済のだ学で↑からし、・当．然の二とです。

一一
w会の主流もそういう、1・うになりまして一一一。

一いまは、今度は符済栽言†バ〃少凋祭レてまい！は
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260珊

して、ネ土倉糸た言立ヵくまτ（そ隻ラ者・いτ〈しま．し†（。上辛ド干蒔追の研

究を盛んK、むでかしいんですけれども・。

柴田私もネ土倉競訂については条つ手をっけまセんでし
†（け水しとも、「児童自羊支k関するノ統書†的考募」、大正は年に

書いτ〈長い論文なんです。いろいろ7よ外因の資料ヵ＼ら児

童自殺の問題k関する、当時、社公問題にはまτ～余1〕ケ

日のようなぐあいに騒いではあ・り一まセんでいしτ・けれども、

天体は歳未満（引某が生ぜ自殺するかという二と乃あれ．
で’寸。

一 ての研究は、もフばら穴尿祖研が一子引さ受けの
ような’ �ﾔ；でございまレひこんですヵ＼、昭和の初めごう口

私はよく知1）よせんけれど屯。

柴田 そう力・もし札まセん。

一あそこは社倉政策と労働盈劫研究と耗計学の盲央
的な面がミップスでれまレて。

柴田 それは、高野岩三郎さんがそういう人な々です。

全面白ラに、3く’ちま1するわけでしょつ。．

   もうちょワヒ時代が退く格るル〔け牝ど毛、塚
原仁という方がお’はしkですね。
米田・琢尿イニ、私の後輩で寸。蘇牟でんの研究崖ヅっτ〈

んです．

一専門は。
柴田 琢尿君という人は糸完・訂勿考テよんで寸グ、一藤本さん

には2つの流儀がある。・／つは海上イ呆陳、 ／つげ統書†学、

これがあれ好んです。海上保険の弟子もいま寸し、祷言†

学の方も羊否がいるんで・す。

 統計学勿方は、私が入学の第1回で寸から最初で、そ

の次r！人いて、2年団1に戸よフて、1・之kんです。森田優
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